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令和４年度第４回袖ケ浦市文化財審議会 

 

１ 開催日   令和５年３月２日（木） １３：３０～１４：５０ 

 

２ 開催場所  袖ケ浦市郷土博物館研修室 

 

３ 出席委員 

会 長 山田 常雄 委 員 髙橋 克 

副会長 成田 篤彦 委 員 笹生 衛 

（オンライン） 

委 員 梶原 正方 委 員 濱名 徳順 

 

（欠席委員） 

委 員 日塔 和彦   

 

４ 出席職員 

教育長 御園 朋夫 副主査 石井 祐樹 

生涯学習課長 高浦 正充   

班 長 田中 大介   

 

５ 傍聴定員と傍聴人数 

傍聴定員 ５人 

傍聴人数 ０人 

 

６ 議題 

（１）飽富神社唯一社頭年中行事の指定について 

（２）令和５年度文化財保護事業（案）について 

（３）令和５年度文化財審議会の日程調整について 

(４) その他 

 

７ 報告 

  (１) 小高神社拝殿の屋根に葺かれた銅板の盗難被害について 

  (２) 令和４年度山野貝塚講演会の実施結果について 
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  (３) 史跡山野貝塚整備基本計画策定状況について 

 

８ 議事等 

議題（1）飽富神社唯一社頭年中行事の指定について 

 事 務 局：資料に沿って説明 

笹生委員：語句の表現を変えたほうがよい点について指摘させていただく。資料２ペー

ジ目の「８ 概要」の下から５行目に「神道史」とあるが、神道史だと狭い

イメージになってしまうので、「日本宗教史の流れ」と広めにとったほうが

よい。もう一点、資料３ページ目の上から４行目の「明治維新により全国的

に画一化されたことが多い民俗行事」とあるが、明治祭式により神社祭祀が

画一化されたので、「民俗行事」ではなく「神社祭祀」としたほう実態に近

いので検討してもらいたい。 

髙橋委員：文言の関係であるが、指定理由の３ページについて、文末が理由の文末にな

っていない。「保護する」という文言は決定の言葉である。「指定し保護する

に値する」などの文言が適切である。そのあたりを直してもらいたい。 

笹生委員：現段階では指定する価値ありという表現がよい。  

山田会長：そもそもの話であるが、「年中行事」という名称でよいのか。別紙１のタイ

トルには「飽富神社年中行事帳」となっている。「帳」を入れるとイメージ

が湧くが、「年中行事」であると無形文化財と感じてしまう。 

笹生委員：有形文化財としての指定であれば山田会長が指摘されたように「帳」を付け

た方がよい。有形での指定ですよね。 

事 務 局：そうである。 

髙橋委員：原本のタイトルはどうなっているのか。 

事 務 局：（画面を共有して説明）  

山田会長：原本の表紙には「帳」が入っているか。 

髙橋委員：「帳」は入っていない。 

山田会長：原本には「帳」が入っていないが、町史には「帳」が入っておりわかりやす

い。「年中行事」としてしまうと何の指定なのかわかりづらい。 

笹生委員：古文書の有形での指定になるので、年中行事（帳）にするなど、「帳」を入

れた方がよい。 

髙橋委員：年中行事帳を指定し、内容を見ると年中行事が書いてあるという方がよいの

ではないか。 

山田会長：町史になぜ「帳」が追記されているのかを確認してほしい。「帳」を付けた

方が意味が分かりやすい。「帳」を付けても間違いではない。 

事 務 局：承知しました。 

濱名委員：有形文化財の場合、例えば仏像では、不動明王を指定する場合は不動明王像

と「像」を付け、両界曼荼羅であれば両界曼荼羅図と「図」を付けて指定す

る。今回の場合も、タイトルとしては年中行事であるが、実際には帳面の形

なので、指定に際しては年中行事帳とするのが妥当であると思う。 

事 務 局：時代について、「江戸時代（１８世紀後半）」としているが、「江戸時代後期

（１８世紀後半）」とした方がよいか。 

髙橋委員：「江戸時代（１８世紀後半）」だと江戸時代が１８世紀後半だと思われてしま

うので、「江戸時代後期（１８世紀後半）」とした方がよい。 

事 務 局：承知しました。 
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山田会長：今回は案の段階であるので、次回５月に修正案を提示してほしい。 

事 務 局：承知しました。 

 

議題（２）令和５年度文化財保護事業（案）について 

事 務 局：資料に沿って説明 

髙橋委員：山野貝塚保存活用事業のイボキサゴ採取会等体験会はどの部署が担当するの

か。 

事 務 局：生涯学習課で担当する予定である。これまで旧君津郡市内の市で組織する文

化研究部会でイボキサゴの採取食体験を行ってきた。また、昨年度や山野貝

塚ボランティアの研修会としてイボキサゴ採取会を実施した。これらの経験

を踏まえて、ボランティアの協力を得ながら、生涯学習課が主体となって実

施する。  

 

議題（３）令和５年度文化財審議会日程の調整について 

事 務 局：資料３に沿って説明 

 笹生委員：６月８日は出席できない。  

 山田会長：８月１７日は避けてもらいたい。 

 濱名委員：８月１７日は避けてもらいたい。 

 山田会長：今の意見と新しい委員の予定を踏まえて調整してもらいたい。  

 

報告（１）小高神社拝殿の銅板盗難被害について  

事 務 局：資料沿って説明 

 梶原委員：１２月に警察署から銅板盗難の容疑者が捕まったとの連絡があった。容疑者

は５７件盗難していたとのことである。 

 山田会長：警察署へは届出しているのか。 

 事 務 局：している。 

 梶原委員：防犯カメラを設置すると効果があるようである。 

 山田会長：市内の文化財について注意喚起をしたらどうか。 

 笹生委員：注意喚起をしていくしかないと思われる。 

 

報告（２）令和４年度山野貝塚講演会の実施結果について 

事 務 局：資料沿って説明 

 

報告（３）史跡山野貝塚整備基本計画策定状況について 

事 務 局：資料沿って説明 

濱名委員：計画案を読ませていただいたが、多方面に関心をもってそれを統合していく

作業であり、大変勉強になる。また、長期間にわたり費用をかけて整備をし

ていくにあたり、これをどれだけ活用していけるかを考えると、古墳や古代

寺院のような大規模な復元により活用している史跡と比べ、貝塚は弱いと感

じている。茅野の博物館のように素晴らしい土偶を展示してあり、さらに近

隣に蓼科高原というリゾート地があり、そこを訪れた人が寄って地域の歴史

を勉強するような活用例があることを考えた場合、今回の計画は素晴らしい
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計画であるが、このままではそこまでの活用は難しいのではないかと感じた。 

活用にあたっては、民間の活用が必要ではないか。今回の計画はプロが考え

た内容であるが、ある程度素人っぽさが加わらないと持続可能な、ＳＤＧｓ

な事業にはならないのではないか。いろいろなところで文化財を活用してい

る事業が行われているが、成功事例を見ると、活動の中心に素人がいる。文

化財のプロパーではなく、民間から入ってきた素人がいる。そういったこと

を取り入れた方が成功するのではないかと感じている。 

山田会長：いただいた意見を参考に、事務局には検討してもらいたい。 

 

以上 



令和４年度 第４回袖ケ浦市文化財審議会 

会議次第 

 

日 時  令和５年３月２日（木) 

    午後１時３０分～ 

場 所   袖ケ浦市役所旧館３階大会議室 

 

１ 開会のことば 

 

２ 会長あいさつ 

 

３ 教育長あいさつ 

 

４ 議題 

 （１）飽富神社唯一社頭年中行事の指定について 

（２）令和５年度文化財保護事業（案）について 

（３）令和５年度文化財審議会の日程調整について 

（４）その他 

 

５ 報告 

（１）小高神社拝殿の屋根に葺かれた銅板の盗難被害について 

（２）令和４年度山野貝塚講演会の実施結果について 

（３）史跡山野貝塚整備基本計画策定状況について 

 

６ 閉会のことば 

 

 

 

 

 

 



 



 

第２４期袖ケ浦市文化財審議会委員名簿 

氏  名 担当分野 備考 

山田
や ま だ

 常
つね

雄
お

 
有 形 

記念物 

再 任 

２０期目 

成田
な り た

 篤彦
あつひこ

 記念物 
再 任 

８期目 

梶原
かじわら

 正方
まさかた

 有 形 
再 任 

８期目 

髙
たか

橋
はし

 克
まさる

 民  俗 
再 任 

８期目 

日塔
にっとう

 和彦
かずひこ

 有 形 
再 任 

７期目 

笹生
さ そ う

 衛
まもる

 
有 形 

記念物 

再 任 

５期目 

濱名
は ま な

 徳
とく

順
じゅん

 
有 形 

記念物 
初 任 

任期 令和３年４月１日～令和５年３月３１日（２年間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 



1 

 

議題（１）飽富神社唯一社頭年中行事の指定について 

 飽富神社唯一社頭年中行事については、平成 28 年度第２回文化財審議会にお

いて、市指定文化財の後補として挙げられた「飽富神社お田植神事」の関連資

料として審議の俎上に挙がりました。その後平成 28 年度第３回、平成 29 年度

第１回にかけて連続して審議され、文書と文書に裏付けられた行事群として、

文書と民俗行事を併せて指定するという意見が出されました。 

 その後しばらく審議に挙がることはありませんでしたが、今年度改めて審議

いただき、前回の会議において、まずは古文書単体で指定し、その後年中行事

の追加または行事は別個のものとして指定するという方向性が定められまし

た。 

 つきましては、改めて指定候補として提案するので、指定文化財調書（案）

について意見を求めるものです。 

 

〇指定に向けてのスケジュール（案） 

 令和５年 ３月  令和４年度第４回文化財審議会 諮問（案） 

      ５月  令和５年度第１回文化財審議会 諮問 

      ８月       第２回文化財審議会 答申 

      ９月  教育委員会定例会 

           告示  

 

 

指定文化財候補調書（案） 

 

１ 名 称  飽
あき

富
とみ

神社
じんじゃ

唯
ゆい

一社頭
いつしゃとう

年中行事
ねんちゅうぎょうじ

 

 

２ 員 数  １点 

        

３ 種 別  有形文化財（古文書類） 

 

４ 所在地  袖ケ浦市下新田１１３３（袖ケ浦市郷土博物館） 

 

５ 所有者  飽富神社 

 

６ 時 代  江戸時代（18 世紀後半） 

  

７ 寸法等  横帳（縦 16.1 ㎝、横 23.8 ㎝） 

       36 丁 四つ目綴じ 
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８ 概要 

 江戸時代後期、18 世紀後半に飽富神社で行われていた年中行事について記さ

れた古文書である。表紙裏書に、「従五位下深川常陸介朝臣喬
たか

榮
なが

」とあることか

ら、代々飽富神社の神主を務めた深川家の 53 代当主深川喬榮が従五位下に叙さ

れた、明和７年（1770）以降に書かれたものであり、その当時の年中行事の様相

がわかるものである。 

 この古文書から、飽富神社において現在も行われている行事と行われていな

い行事があることがわかり、また、現在も行われている行事については、18 世

紀後半に行われていた内容と現在の内容を比較することにより、その変化を理

解できる。 

 例えば、千葉県指定文化財に指定されている筒粥神事については、筒粥に用い

るヨシの刈り取り場所や筒の作り方、火起こしの方法、筒の割方など、神事の一

連の内容について絵も含めて記載されており、現在と比べヨシの刈り取り場が

変わっている一方、神事に使う米の粉を持参する家が変わっていないことなど、

変化した部分と変化していない部分を把握することができる。 

 このように、18 世紀後半に飽富神社で行われた年中行事の様子を明らかにす

るとともに、現在まで伝わり行われている行事の歴史性を裏付けることができ

る古文書である。 

 また、名称に「唯一」という文言がつけられており、本文中にも陰陽道の呪符

の影響が残る護符の絵が描かれ、さらに巻末に「霊神祭日記」がつけられ、かつ

作者である喬栄の父である猷
のり

榮
なが

が「吉田殿御免神道講師」とあることから、吉田

神道の影響を受けていることがわかり、神道史から見ても興味深い。 

 明治維新の神仏分離において、それ以前のお祭りの形態が大きく改変され画

一化されることが全国的に多く認められる中において、吉田神道の影響も含め、

明治維新以前の江戸時代に行われていた民俗行事の内容を復元することができ

る古文書でもある。 

 

９ 指定理由 

 18 世紀後半に飽富神社で行われていた年中行事の内容を知ることができ、か

つ現在まで引き続き伝わる行事の歴史性を保証する古文書として重要である。 

また、時代とともに変化していく民俗行事の変化の様子を示しており、現在ま

で飽富神社に伝わる民俗行事の重要性を物語るものであることからも貴重であ

る。 

さらに、名称に「唯一」という文言が含まれることをはじめ、文中の各所に吉

田神道の影響を受けていたこと示しており、明治維新における神仏分離により
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お祭りの形態が画一化されていく中で、江戸時代に行われていた民俗行事の内

容を復元できる資料として全国的にみても非常に貴重な資料である。 

このように、18 世紀後半に当地域で行われていた民俗行事の内容及び現在ま

でに伝わる行事の変化を追うことができる資料であり、かつ明治維新により全

国的に画一化されたことが多い民俗行事において、それ以前の内容を復元する

ことができる資料として重要であることから、袖ケ浦市指定文化財として指定

し保護する。 

  

１０ 指定基準  『袖ケ浦市文化財指定基準』（平成２３年９月１日施行） 

   有形文化財 古文書類 

(5) 近世及び近代の古文書類、日記、記録等で、地域的 

又は学術的価値の高いもの 

 

１１ 参考資料  袖ヶ浦町史編さん委員会『袖ヶ浦町史 史料編Ⅱ』 1983 年 

         別紙１、２参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



4 

 

 



5 

 

 

 

 

 



6 
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議題（２）令和５年度文化財保護事業（案）について 

 本議会において、令和５年度予算の審議が行われるところですが、令和５年

度の文化財保護事業（案）について意見を求めるものです。 

 

№ 
事 業 名       

（事業費：千円） 
目 的 ・ 内 容               時期・回数       対象・人数       

１ 文化財審議会関係

費 

（242 千円） 

 

市指定文化財の指定及び文化財の保存・活用に

関して、教育委員会の諮問に応じて意見を具申す

るとともに必要に応じて調査研究活動を行います

。委嘱替え（第 25 期） 

 

定例会４回 委員 ７人 

2 総合的な文化財の

保存・活用事業 

 

（ 1,754 千円） 

貴重な文化財の保護と活用を図るため、指定文

化財管理者に対しては、管理や修理に対し、補助

金を交付します。また、市内から出土した貴重な

出土品などの展示会や遺跡説明会を開催し、埋蔵

文化財の重要性や価値を周知し、市民の興味関心

を高め、文化財に対する理解を求めます。 

鉄製品など腐朽しやすい出土品の保存処理を実

施し、今後の公開活用に備えます。 

 

〇文化財補助事業 

指定文化財所有者・管理者に補助金を交付し、

適切な維持管理を行う。 

〇民俗・伝統芸能保護・継承事業 

 民俗芸能を継承する団体及び個人に対して支援

などを行う。（市内の民俗芸能を継承する団体の

発表を行う、9/30 袖ケ浦の郷土芸能の開催予定

） 

〇埋蔵文化財保存活用事業 

 劣化しやすい資料を適切に保存処理し、活用す

る。（鉄製品保存処理（雷塚遺跡短刀、鉄鏃） 

〇その他 

全国史跡整備市町村協議会・千葉県史跡整備市

町村協議会への参加 

 

 

通年  

3 埋蔵文化財整理 

棟施設管理事業 

（727 千円） 

 

埋蔵文化財保護にかかわる施設の維持管理に努

めます。 

 

【警備委託 令和２年４月１日~７年３月３１日

長期継続契約５年】 

 

通年  
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4 埋蔵文化財調査事

業 

（20,573 千円） 

内訳 

国庫補助事業 

7,206 千円 

市単費事業 

5,241 千円 

民間開発事業 

7,985 千円 

 

市内に所在する遺跡について、各種開発行為に

伴い、発掘調査を行い記録保存します｡記録保存し

た遺跡は、発掘調査報告書として残していくとと

もに、市内の埋蔵文化財として公開します。 

 

〇市内遺跡 

 山野貝塚・宮ノ越貝塚の整理作業・報告書刊行 

〇民間開発事業 

未定 

〇開発事業に伴う試掘 

通年  

5 山野貝塚保存活用

事業 

（12,190 千円） 

内訳 

 発掘調査報告書

作成関係費 

  2,556 千円 

 用地取得関係費 

    6 千円 

 環境整備関係費 

 5,966 千円 

 整備活用関係費 

  4,230 千円 

 その他旅費等 

   152 千円 

国史跡山野貝塚について講座を開催するなど、

市民に対して山野貝塚の重要性と保護に対する理

解を高めます。 

また、保存活用計画をもとに、史跡の保存・活

用を進めます。史跡の公有地化を引き続き実施し

史跡の適切な保存・活用を図ります。 

 

〇史跡整備基本計画の策定 

〇整備の設計検討 

〇追加指定 

〇史跡公有地化に向けた交渉 

〇イボキサゴ採取会等体験会の開催 

〇令和２～４年度調査の報告書刊行 

〇ボランティア組織の運営 

〇史跡の維持管理（草刈り） 

 

通年 
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議題（３）令和５年度文化財審議会日程の調整について 

 令和５年度文化財審議会の日程調整について出欠等意見を求めるものです。 

 

日  時 内             容 場  所 

 

５月２５日（木） 

または 

６月８日(木)  

午後 1 時 30 分

～ 

委員委嘱 

 

報告 

（１）令和４年度文化財保護事業の報告について 

議題 

（１）令和５年度文化財保護事業の方針について 

（２）令和５年度文化財審議会の日程について 

（３）飽富神社唯一社頭年中行事の指定について 

 

５月２５日 

袖ケ浦市郷土博物館

研修室 

６月８日 

旧館３階大会議室 

 

８月３日(木) 

または 

８月 17日（木） 

午後 1 時 30 分

～ 

 

 

こ 

議題案 

（１）袖ケ浦市指定文化財候補について 

 

 

８月３日 

未定 

８月17日 

未定 

 

11月９日(木) 

または 

11月 16日（木） 

午後 1 時 30 分

～ 

 

議題案 

（１）袖ケ浦市指定文化財候補について 

 

 

11月９日 

北庁舎３階小会議

室 

11月 16日 

未定 

 

２月８日 

または 

２月 15日(木） 

午後 1 時 30 分

～ 

議題案 

（１）令和６年度事業の方向性について 

（２）袖ケ浦市指定文化財候補について 

 

２月８日 

未定 

２月 15日 

北庁舎３階中会議

室 
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報告（１）小高神社拝殿の銅板盗難被害について 

 今年度第２回の審議会（書面会議）において報告させていただいた、市指定

文化財小高神社本殿及び拝殿の屋根に葺かれた銅板の盗難被害について、修繕

を行った拝殿の銅板が再度盗難にあったので、報告するものです。 

 

被害日時：令和５年１月１９日頃と推定 

 

場  所：小高神社拝殿北西面の屋根 

 

被害状況：令和４年６月に盗難された拝殿北西面屋根の銅板を令和４年 12 月に修繕したが、

令和５年１月 19 日頃、再度同じ箇所の銅板が盗難された。 

     前回同様、正面から見ることができない拝殿の北西面の銅板が剥ぎ取られてい

た。棟部と端部の一部に葺き替えた銅板が残されていたが、中心部分について剥ぎ

取られたようで、現在トタンを葺いて応急処置している。 

    ※本殿についてはまだ修繕していなかったので、被害にあった時の状況のまま 

 

今後の対応：区長によると、氏子では修繕後防犯カメラ等対策を行おうとしていたところで

あったが、その前に再度被害にあってしまったとのことである。今後、防犯カメ

ラの設置及び車両が神社近くまで入ってこられないような措置について早急に

検討したいとのことであった。 
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小高神社拝殿正面（棟の部分修復） 

令和５年１月再被害箇所 
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拝殿被害箇所（トタン部分が被害箇所）（北西→） 

 

 

 

拝殿被害箇所近景（北西→） 

（端部と棟部の銅板は残されて中央部分が剥ぎ取られる。剥ぎ取られた部分はトタンを貼って応急処置している） 
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報告（２）令和４年度山野貝塚講演会の実施結果について 

 令和４年１２月２４日（土）に実施した令和４年度山野貝塚講演会の実施結

果について報告するものです。 

 

１．日 時  令和４年１２月２４日（土） 

       午後１時３０分から４時００分まで （開場１２時３０分） 

       ※展示説明については開場後から実施した 

 

２．場 所  袖ケ浦市民会館大ホール 

 

３．日 程   

     １３：３０～１０：３５ （５分）  

開会あいさつ         御園教育長 

 

     １３：３５～１４：０５（３０分） 

「山野貝塚発掘調査について ‐令和２・３年度調査の成果-」 

袖ケ浦市教育委員会生涯学習課 助川 諒 

 

 １４：０５～１４：３５（３０分） 

「宮
みや

ノ
の

越
こし

貝塚発掘調査について -袖ケ浦市内のもう一つの大型貝塚-」 

袖ケ浦市教育委員会生涯学習課 鎌田 望里 

 

     １４：３５～１４：４５（１０分） 

      休憩 

 

 １４：４５～１５：４５（６０分） 

     「環状盛土遺構・中央窪地とは何か -房総半島の事例を中心に-」   

千葉大学大学院人文科学研究院教授 阿部 昭典 

  

 

４．参加者  １１１名 
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報告（３）史跡山野貝塚整備基本計画策定状況について 

 令和４年度に策定している「史跡山野貝塚整備基本計画」について、現状に

ついて報告するものです。 

 なお、当初、令和４年度中に策定予定でしたが、検討項目が多岐にわたり、

令和４年度中に策定できないことから、令和５年度に予算を繰越し、令和５年

度に策定する予定に変更している。 

 計画案の主要部分については別紙３を参照してください。 

 

   



1

tanakadaisuke
長方形

tanakadaisuke
タイプライターテキスト
別紙１



2



3



4



5



6



7



8



9



10



11



12
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別
紙
２ 

飽
富
神
社
年
中
行
事
概
略 

                                    

六
月 

五
月 

四
月 

三
月 

二
月 

一
月 

時
期 

初
午 

五
日 

一
日 

十
五
日 

 

七
日 

初
午 

十
四
日 

 

～ 

十
五
日 

十
一
日 

七
日 

初
午 

元
旦 

 

～ 

三
日 

神
輿
渡
御 

 

御
田
植
の
神
事 

交

會

之

神

事

（
衣
交
ノ
神
事
） 

ひ
や
り
の
神
事

(

春
き
と
う) 

疱
瘡
神
の
神
事 

初
午
の
神
事 

筒
粥
神
事 

御
蔵
開
御
神
事 

的
之
神
事 

(

や
ぶ
さ
め
の
神
事) 

鍬
入
之
神
事 

 
名
称 

前
日
に
御
輿
洗
い
あ
り
、 

当
日
、
神
納
神
楽
奉
納
後
、
御
輿
渡
御
し
、
御
手
洗

井
に
て
お
浜
降
り
す
る 

粽
の
矛
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
役
所
よ
り
届
け
ら
れ
、

神
前
に
奉
る
。 

葦
苗
を
早
乙
女
役
の
女
子
が
参
拝
者
に
放
り
投
げ

る 男
神
の
矛
、
女
神
の
矛
と
称
し
て
榊
の
木
二
本
に
お

し
め
を
つ
け
、
長
さ
三
尺
ば
か
り
の
細
い
竹
の
先
へ

結
び
付
け
、
神
前
の
壇
の
両
方
へ
立
て
掛
け
る
。 

馬
場
、
東
、
ふ
の
ふ
ど
（
フ
ノ
ド
）
の
各
戸
に
お
札

を
配
布
す
る
。 

前
日
に
作
っ
た
赤
い
紙
の
幣
、
し
め
縄
、
赤
い
紙
の

し
め
四
た
れ
を
小
豆
飯
と
共
に
早
朝
に
供
え
る
。 

境
内
西
の
方
、
東
よ
り
一
番
目
の
宮
、
稲
荷
大
明
神

に
、
し
ど
き
（
米
粉
で
作
っ
た
楕
円
形
の
餅
）
十
二

枚
を
笹
に
乗
せ
て
奉
げ
る
。 

束
ね
た
葦
筒
を
粥
で
煮
て
、
粥
の
入
り
具
合
で
作
物

の
出
来
を
占
う
。 

神
輿
蔵
を
開
き
、
赤
飯
・
お
神
酒
を
供
え
、
祝
詞
を

奏
上
す
る
。 

的
を
弓
矢
で
射
貫
き
、
当
た
っ
た
箇
所
で
そ
の
年
の

天
候
を
占
う
。 

青
木
の
葉
の
中
へ
米
を
五
粒
ず
つ
柏
の
木
の
枝
の

中
程
に
、
ワ
ラ
し
べ
で
結
い
つ
け
、
七
本
作
っ
て
奉

納
す
る
。 

大
晦
日
よ
り
勤
め
、
祝
詞
を
奏
上
し
、
三
が
日
の
間
、

朝
晩
に
行
法
を
勤
め
る
。 

概
略
（
唯
一
社
頭
年
中
行
事
記
載
内
容
） 

七
月
十
五
日
付
近
、
宮
薙 

二
十
三
日
御
輿
化
粧 

二
十
四
日
例
祭 

お
浜
降
り
は
昭
和
七
年

ま
で 

実
施
せ
ず 

四
月
第
一
日
曜
実
施 

実
施
せ
ず 

実
施
せ
ず 

実
施
せ
ず 

実
施
せ
ず 

千
葉
県
指
定
無
形
民
俗

文
化
財 

十
一
日
実
施
。
祝
詞
は
な

い
。 

昭
和
初
期
か
ら
中
断 

実
施
せ
ず 

元
旦
は
神
主
を
呼
ぶ
。
三

が
日
は
神
社
役
員
が
参

拝
者
の
お
払
い
等
行
う 

現
況 

  



  

  

十
二
月 

 

十
一
月 

十
月 

九
月 

八
月 

時
期 

立
春 

二
十
八
日 

十
三
日 

十
五
日 

初
午 

一
日 

十
五
日 

三
十
日 

十
三
日 

 

九
日 

一
日 

立
春
御
祈
祷 

御
か
ざ
り
御
神
前 

御
す
す
は
ら
ひ
の

神
事 

子
共
社
参 

五
こ
く
成
就
の
祭 

御
下
り
之
神
事 

御
留
主
行
事 

御
の
ぼ
り
の
神
事 

初
米
の
神
事 

な
り
も
の
お
さ
め

の
神
事 

鎮
守
祭 

（
い
な
り
祭
） 

（

重

陽

の

節

供

か
？
） 

八
朔
の
神
事 

名
称 

柊
を
さ
し
、
大
豆
を
宮
か
ら
初
め
て
、
神
主
宅

ま
で
順
次
に
撒
く
。 

竹
五
本
に
、
榊
・
モ
ミ
も
し
く
は
樫
の
木
を
八

本
束
ね
て
整
え
る
。
一
束
に
七
十
五
本
の
お
飾

り
ま
き
を
付
け
る
。
飽
富
神
社
は
松
を
嫌
う
た

め
、
松
は
用
い
な
い
。 

本
殿
の
戸
を
開
い
て
笹
を
入
れ
、
御
座
を
清
め

祝
詞
を
奏
上
す
る
。
本
殿
、
幣
殿
、
拝
殿
の
順

に
清
め
、
お
膳
を
供
え
る
。 

大
ぬ
さ
を
い
た
だ
き
、
成
人
を
祈
る
。 

今
年
の
稲
穂
を
以
て
上
下
四
方
に
振
回
し
、
来

年
の
五
穀
成
就
を
祈
る
。 

出
雲
か
ら
の
出
迎
え
神
事
を
行
う
。 

午
の
刻
に
祝
詞
奏
上
す
る
。 

神
主
か
ら
柳
葉
餅
七
十
五
枚
、
三
郎
右
衛
門
か

ら
お
供
え
を
奉
納
し
、
祝
詞
奏
上
す
る
。 

午
の
刻
に
神
楽
を
奉
納
、
祝
詞
奏
上
す
る
。 

九
月
初
め
か
ら
十
九
日
ま
で
、
氏
子
の
各
家
の

鎮
守
祭
を
行
う
。
古
い
お
札
を
出
さ
せ
、
新
し

い
も
の
と
取
り
換
え
る
。 

神
前
神
楽
行
事 

冨
納
土(

フ
ノ
ド)

徳
平
よ
り
神
酒
、
赤
飯
、
甘

酒
が
奉
納
さ
れ
る
。 

概
略
（
唯
一
社
頭
年
中
行
事
記
載
内
容
） 

節
分
祭
と
し
て
実
施 

神
主
も
呼
ぶ
。 

こ
の
よ
う
な
お
飾
り
は

置
か
な
い
が
、
竹
の
飾

り
を
置
く
家
は
数
軒
あ

る
。 

十
二
月
の
都
合
の
良
い

日
に
実
施
。
お
供
え
は

せ
ず
。 

七
五
三
は
十
月
、
区
に

子
ど
も
が
い
れ
ば
実
施 

実
施
せ
ず 

十
二
月
一
日 

祝
詞
奏
上
し
、
直
会 

実
施
せ
ず 

十
月
三
十
一
日 

祝
詞
奏
上
し
、
直
会 

実
施
せ
ず 

十
一
月
二
～
三
日 

稲
荷
祭
り
と
し
て
、
札

は
販
売
す
る 

実
施
せ
ず 

風
祭
り
を
実
施 

八
月
最
後
の
日
曜
日 

神
社
・
区
役
員
で
神
事

を
行
う
。 

現
況 

 






























































